











Reproductive ecologγof the viviparous scorpionfish Sebastiscus 
marmoratus 
(体内受精魚カサゴの繁殖生態)
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論文内容の要旨
詳細な研究例のない体内受精魚の繁殖様式について，個体識別したカサゴを材料に1991年から6年間，
愛媛県宇和海の室子海岸で裕木調査した。
雄は交尾期である11-12月に縄張り内の複数の同じ雌を頻繁に訪れ求愛した。雄はこの頻繁な求愛に繁
殖技資を行っており. この時期にのみ体重や肝臓重量を大きく減少させた。交尾の主導権を握っている雌
は，求愛する雄のうち最も頻繁に求愛する雄を受け入れたことから，雄のこの繁殖投資は交尾をより確実
にするための戦術と考えられる。
繁殖に参加する伺体のサイズには，。唯雄とも大きな変異があった。大型の雄は抱卵数の多い大きな雌に
対し集中的に求愛を行った。問機に，中砲の雄は中キ!の雌lこ，小型雄は小さな雌に集中的に求愛を行ったG
このような，サイズの似通った雌雄間での求愛は主に雄問の体長依存のl順位制と，雌が自分より小さな雄
を拒否することによりもたらされた。この求愛をめぐる社会関係の結果，本種の極めて明瞭なサイズ同類
交配がもたらされた。
同じサイズの雄間では配偶縄張りは排他的であったが，異なるサイズの雄間では大きく重複していた。
サイズの似る雄は，似たサイズの雌を求愛するのに対し.サイズの異なる雄は異なる雌を求愛する。つま
り，サイズが似た雄間では，資源としての雌が同じであり競争関係にあるのに対し，サイズの異なる雄問
では，資源が異なる訳であり雌資源をめぐって競争聞にはならなし」このことが，脊椎動物でも例のない
雄の配偶縄張りの重複をもたらしたと考えられる。
最後に， これまで研究例のない体内受精魚で、の産{子生態についてカサゴで記載した。木揮の産仔期は1-
3月で，産仔はいずれも日没から深夜までに生息地の深場でなされた。このような産仔は.仔魚や雌自身
の被食の回避や効率的な仔魚分散に有効であると恩われる。
論文審査の結果の要旨
魚類のー部には，陸上脊椎動物のように尖尾し，子供を産むものが知られるが，それらの繁殖生態は世
界的にもほとんど不明である。申請者は，体内受精魚カサゴ、の繁殖について長期にわたり詳細に研究し.
新しい様々な現象を発見した。
性成熟後も大きく成長するカサゴでは，繁殖個体のサイズの変異が大きい。カサゴの場合，大きな雄は
大きな雌に対し独占的に求愛や交尾をし中型の雄は中烈の雌に，小引の雄は小引の雌に求愛と交尾する
というサイズ刷業員交配になっていることを巾請者は見いだした。魚類でこれほど明瞭なサイズ同類交配の
例ははじめてである。さらに， この交配が生じる行動的・件.態的要因も明らかにした。
さらにこのサイズ同類交配との関連で，雄の配偶縄張りが大きく重なっていることも見いだした。雄は
サイズが似ていると縄張りを互いに張り合うが，サイズが異なる雄間では，縄張りが大きく重複する。こ
れは申請者の指摘どおり繁舶の際の資源である雌が.同じサイズの雄聞では重なるため競争関係になるの
に対しサイズの見なる雄問では競争関係にならないため縄張りの章複が起こる.との解釈が最も適切か
っ説得力がある。このような重複配偶縄張りは，従米脊椎動物では全く知られておらず，この発見は縄張
り制一般の理解の上で大きな貢献である。
さらに.体内受精魚では例のない定量的な調査から，その特異な産仔生態とその忠義を明らかにした。
これは魚類の産仔生態の理解の上で重要な成果である。
本論文は魚類のみならず脊椎動物の繁納生態の研究の発展にも大きく寄与すると考えられる。よって，
博士(理学〉の学位を授与するに値するものと審査した。
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